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第

六

十

七

号

議

案

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

江

戸

川

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

令

和

七

年

六

月

六

日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

提

出

者
 

 

江

戸

川

区

長

 

斉

 
 

藤

 
 

 
 

猛
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江

戸

川

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

 

 
江

戸

川

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

（

昭

和

四

十

八

年

十

月

江

戸

川

区

条

例

第

二

十

五

号

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

第

二

条

第

一

項

中

「

者

を

」

を

「

も

の

を

」

に

改

め

、

同

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

 

 

五

 

精

神

障

害

者

 

 

第

三

条

第

一

項

中

「

区

長

」

を

「

江

戸

川

区

長

（

以

下

「

区

長

」

と

い

う

。

）

」

に

改

め

る

。

 

 

第

四

条

第

二

項

中

「

前

項

」

を

「

第

一

項

」

に

、

「

本

人

」

を

「

受

給

者

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

三

項

と

し

、

同

条

第

一

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 

２

 

前

項

の

認

定

を

受

け

た

者

（

以

下

「

受

給

者

」

と

い

う

。

）

で

、

次

条

第

三

号

に

該

当

し

、

同

条

の

規

定

に

よ

り

受

給

資

格

を

失

つ

た

も

の

が

、

同

号

に

該

当

し

な

く

な

つ

た

こ

と

に

よ

り

同

項

の

申

請

を

し

た

と

き

は

、

六

十

五

歳

に

達

す

る

日

の

前

日

ま

で

に

申

請

を

し

た

も

の

と

み

な

す

。

 

第

五

条

中

「

前

条

の

認

定

を

受

け

た

者

（

以

下

「

受

給

者

」

と

い

う

。

）

」

を

「

受

給

者

」

に

改

め

、

同

条

中

第

四

号

を

第

五

号

と

し

、

第

三

号

を

第

四

号

と

し

、

第

二

号

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

 

 

三

 

第

三

条

第

二

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

た

と

き

。

 

第

九

条

の

見

出

し

を

「

（

手

当

額

の

改

定

）

」

に

改

め

、

同

条

中

「

手

当

の

支

給

を

受

け

て

い

る

者

」

を

「

受

給

者

」

に

、

「

額

の

増

減

」

を

「

増

額

」

に

、

「

改

訂

」

を

「

改

定

」

に

改

め

、

「

又

は

消

滅

」

及

び

「

の

翌

月

」

を

削

り

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 

） 
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２

 

受

給

者

に

つ

き

、

手

当

の

減

額

を

必

要

と

す

る

事

由

が

生

じ

た

場

合

に

お

け

る

手

当

の

額

の

改

定

は

、

そ

の

事

実

の

発

生

し

た

日

の

属

す

る

月

の

翌

月

か

ら

行

う

。

 
別

表

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

別

表

（

第

二

条

、

第

六

条

関

係

）

 

             

 

 

 

知

的

障

害

者

 

 

身

体

障

害

者

 
 

障

害

者

の

区

分

 

二

十

歳

以

上

の

者

で

あ

つ

て

、

東

京

都

愛

の

手

帳

交

付

要

綱

（

昭

和

四

十

二

年

三

月

二

十

日

付

け

四

十

二

民

児

精

発

第

五

十

八

号

）

第

五

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

手

帳

の

交

付

を

受

け

た

も

の

で

、

知

的

障

害

の

程

度

が

一

度

、

二

度

又

は

三

度

で

あ

 
 

障

害

程

度

等

級

表

の

う

ち

、

三

級

で

あ

る

者

 
 

 
 

二

十

歳

以

上

の

者

で

あ

つ

て

、

身

体

障

害

者

福

祉

法

（

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

二

百

八

十

三

号

）

第

十

五

条

の

規

定

に

基

づ

く

手

帳

の

交

付

を

受

け

た

も

の

で

、

身

体

の

障

害

の

程

度

が

身

体

障

害

者

福

祉

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

五

年

厚

生

省

令

第

十

五

号

）

の

別

表

第

五

号

に

定

め

る

身

体

障

害

者

障

害

程

度

等

級

表

（

以

下

「

障

害

程

度

等

級

表

」

と

い

う

。

）

の

う

ち

、

一

級

又

は

二

級

で

あ

る

も

の

 
 

 

一

万

五

千

五

百

円

 

七

千

七

百

五

十

円

 

一

万

五

千

五

百

円

 

手

当

額
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備

考

 

障

害

者

の

区

分

の

う

ち

、

二

区

分

以

上

に

該

当

す

る

場

合

に

お

い

て

も

手

当

は

併

給

し

な

い

。

 

 

付

 

則

 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

条

例

は

、

令

和

八

年

四

月

一

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

か

ら

施

行

す

る

。

 

（

経

過

措

置

）

 

２

 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

江

戸

川

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

（

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

認

定

を

受

け

て

い

る

者

で

あ

っ

て

、

身

体

障

害

 

精

神

障

害

者

 

規

則

で

定

め

る

疾

病

を

有

す

る

者

 

二

十

歳

以

上

の

者

で

あ

つ

て

、

脳

性

麻

ひ

又

は

進

行

性

筋

委

縮

症

を

有

す

る

も

の

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

   

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

百

五

十

五

号

）

第

六

条

第

三

項

に

定

め

る

障

害

等

級

の

う

ち

、

一

級

で

あ

る

者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

知

的

障

害

の

程

度

が

四

度

で

あ

る

者

 
 

 
 

 

 
 

る

も

の

 

一

万

五

千

五

百

円

 

一

万

五

千

五

百

円

 

一

万

五

千

五

百

円

 

七

千

七

百

五

十

円
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者

福

祉

法

（

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

二

百

八

十

三

号

）

第

十

五

条

の

規

定

に

基

づ

く

手

帳

の

交

付

を

受

け

た

も

の

で

、

身

体

の

障

害

の

程

度

が

身

体

障

害

者

福

祉

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

五

年

厚

生

省

令

第

十

五

号

）

の

別

表

第

五

号

に

定

め

る

身

体

障

害

者

障

害

程

度

等

級

表

の

う

ち

、

四

級

で

あ

る

も

の

及

び

東

京

都

愛

の

手

帳

交

付

要

綱

（

昭

和

四

十

二

年

三

月

二

十

日

付

け

四

十

二

民

児

精

発

第

五

十

八

号

）

第

五

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

手

帳

の

交

付

を

受

け

た

も

の

で

、

知

的

障

害

の

程

度

が

四

度

で

あ

る

も

の

の

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

 

３

 

次

に

掲

げ

る

要

件

に

該

当

す

る

者

が

、

施

行

日

か

ら

令

和

八

年

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に

条

例

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

申

請

（

以

下

「

申

請

」

と

い

う

。

）

を

し

た

と

き

は

、

施

行

日

に

申

請

を

し

た

も

の

と

み

な

す

。

 

 

一

 

施

行

日

前

に

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

百

五

十

五

号

）

第

六

条

第

三

項

に

定

め

る

障

害

等

級

の

う

ち

、

一

級

で

あ

る

者

（

以

下

「

精

神

障

害

者

」

と

い

う

。

）

に

該

当

し

た

者

で

あ

る

こ

と

。

 

 

二

 

精

神

障

害

者

に

該

当

し

た

日

に

お

い

て

、

六

十

五

歳

未

満

で

あ

る

こ

と

。

 

 

三

 

精

神

障

害

者

に

該

当

し

た

日

か

ら

申

請

を

し

た

日

ま

で

、

継

続

し

て

精

神

障

害

者

に

該

当

し

て

い

る

者

で

あ

る

こ

と

。

 

４

 

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

六

十

五

歳

以

上

で

あ

る

者

が

申

請

を

す

る

と

き

は

、

条

例

第

三

条

第

一

項

た

だ

し

書

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

 

５

 

次

に

掲

げ

る

要

件

に

該

当

す

る

者

が

、

施

行

日

か

ら

令

和

八

年

九

月

三

十

日

ま

で

の

間

に
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申

請

を

し

た

と

き

は

、

精

神

障

害

者

に

該

当

し

た

日

に

申

請

を

し

た

も

の

と

み

な

す

。

 

一
 

施

行

日

以

後

に

精

神

障

害

者

に

該

当

し

た

者

で

あ

る

こ

と

。

 
二

 

精

神

障

害

者

に

該

当

し

た

日

に

お

い

て

、

六

十

五

歳

未

満

で

あ

る

こ

と

。

 

三

 
精

神

障

害

者

に

該

当

し

た

日

か

ら

申

請

を

し

た

日

ま

で

、

継

続

し

て

精

神

障

害

者

に

該

当

し

て

い

る

者

で

あ

る

こ

と

。

 

  

 

（

説

明

）

 

 

時

代

に

合

わ

せ

た

行

政

サ

ー

ビ

ス

の

整

理

・

再

構

築

を

図

る

た

め

、

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

の

区

分

及

び

額

を

見

直

す

ほ

か

、

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

の

で

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 


